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１．訪問先概要
訪問先概要はこのようになっています。梅沢ゼミ２８期の石井　政義様、３０期の大幡　誠様、３１期の大嶋　健夫様、３２期の榎本　俊貴様、同じく３２期の百田　将吾様、３５期の安原　春華様、同じく３５期の間　浩美様、３６期の新堀　洋平様の８名の先輩方に訪問させて頂きました。
２．研究動機
初めに、現在の私たちの就職活動の状況は震災の影響が加わって超就職氷河期と言われており、厳しいものとなっています。アカデミーに入った理由も「就職活動に興味があるが具体的にどのようなことをしていいかわからない」という考えからです。１・２年生のうちから何か準備しておくべきことはないかと思い研究のテーマとしました。
３．私達が思う１・２年生のうちでやっておくべきこと
次に、３年生後期からの就職活動に向けて、私達が１，２年生のうちにやっておくべきことについて、班で話し合って出た意見を報告させて頂きます。話し合いの中で様々な意見がでましたが、そのいくつかの意見の中で班員のほぼ全員が思っていたことを五つ報告させて頂きます。 

一つ目は、「就職活動を有利に進めるには資格が必要」という意見です。やはり資格を持っているのといないとでは差が生じるので取得しておいた方がいいのではないか、と思っていた人が多くいました。 

二つ目は、「１，２年生のうちから就きたい職業をある程度決めておく」という意見です。１，２年生のうちに就きたい職業を決めておくことで、入りたい業界を事前に調べたり、その会社に入るために、資格などの勉強を早いうちから出来るので、就職活動に有利ではないか、という意見がでました。 

三つ目は、「言葉使いの見直しや礼儀作法を身につける」という意見です。就職活動ではセミナーや面談時に、必ず社会人の方と接する機会が多くなると思います。
ですので、きちんとした言葉使いや礼儀作法を身につけなければ、受かるものも受からなくなってしまう、という意見が多くでました。また、第一印象を良くするためにも必要なことだと思いました。 

四つ目は「コミュニケーション能力が必要」という意見です。やはり就職活動では多くの社会人の方とお話しする機会があると思います。そこで短い時間の中で確りと自分をアピールするためにはコミュニケーション能力が必要ではないか、という意見がでました。 

五つ目は「SPIなどの一般常識の勉強をする」という意見です。学内の就職ガイダンスや就職情報誌などでもよく聞くSPIはやはり勉強しておかなければならないのではないか、という意見ができました。
４．先輩方のお話
次に、先輩方のお話を４つの項目ごとに分けて、質問と回答を報告いたします。 最初に就職活動についての報告です。 会社に入るにあたって資格はあったほうが良いかという質問に対して、資格はあればよいというわけではないといった意見が多く、ビジョンのない資格は必要ではないとおっしゃっていました。さらに、英語を多用する会社があるので、TOEICをやるべきという声もありました。面接ですごいと思った人はどのような人でしたかという質問に対して、グループ面接においてリーダーシップがとれる人という意見が挙がりました。自分から進んで意見をだし、みんなをまとめられる人や聞かれた質問に落ち着いて的確に答えられる人がすごいという意見も挙がりました。面接で気を付けたことは何かありますかという質問に対して、１．身だしなみ２．お辞儀の仕方３．喋り方の３点を注意して自分の意見を言えたら良いとおっしゃっていました。面接では、自分の考えをすべて頭の中で考えるのではなく、事前にある程度考えておく必要があるという意見もあがりました。そうすることによって、面接時、面接官の人と打ち解け合い、他の人よりも印象に残りやすく有利だそうです。また、もし内定をもらえなくても落ち込まないといった精神的な部分も必要だという意見もあがりました。
次にゼミについて報告致します。ゼミをしていて社会に出て役立ったことは、主に四つありました。一つ目はメイルの書き方について話される方が多かったです。 社会に出てから初めてのメイルの書き方について勉強する人が多い中で先生や先輩方、また後輩とゼミの中で学ぶことができたので、会社に入ってからも上司の方や同期の人とのメイルのやりとりで困らなかったそうです。また、ゼミでのメイルのやりとりを通して報・連・相の重要さを入社する前から知っていたという点もとても会社内での生活において大きかったそうです。二つ目は、スピーチ力が身に付いた、ということです。ゼミ内での報告会などで普段からゼミの方々やたくさんの企業の方々が見ている中で報告をするので、必然的に身に付いたそうです。三つ目は、ゼミでの上下関係の繋がりが社会に出て、役に立ったそうです。具体的にはサンデーサロンやチュートリアルなどで年上の方々と接する事により縦のつながりを感じ、社会に出たときに、会社の先輩方と接する際も親密な関係を築くことができたそうです。四つめは、管理力についてです。OB・OGの先輩方が幹事や幹事長を経験しておいた方が良いとおっしゃっていました。そうすることで管理力や仕事に対しての高い意識が身につくそうです。
次にプライベートについて報告致します。学生時代にしておけば良かったことは何かという質問に対して、海外旅行に行けばよかったという人が多数おられました。社会人になると、時間が制限されてしまい行く機会がなくなってしまうので、時間の余裕がある学生の時に行ったほうが良いということでした。また、早い段階で就きたい職業を絞り込みその業界に必要な資格に関する専門的な勉強をやればよかったという人もいました。１，２年生のときには、皆さんのように、サークル・勉強そしてゼミといったキャンパスライフを送っていたようです。 
最後に就職後についての報告致します。会社に入る前と後ではギャップはありましたかという質問に対して、社内において、縦社会に驚いたという意見もあれば、自分から聞きに行かないと、仕事について何も教えてもらえなかったという意見もありました。仕事でのやりがいは何ですかという質問に対して、忙しいとき、期日までに仕事を終えられた時にやりがいを感じると仰っていました。
上司との付き合い方について質問してみると、飲み会や社員旅行、フットサルといった仕事以外の交流が大切だと仰っていました。そのような機会には、積極的に参加するべきということでした。
５．私たちの変化・成長
次に、私たちがワークショップを通して変化成長したことを報告させて頂きます。 

初めに私橋本の変化・成長です。以前の私は就職活動にはとりあえず資格が必要だと思っていました。また将来就きたい職業を早く決めなければならないと思い焦っていました。 

しかし、先輩方との面談を通して、ビジョンのない資格は必要ない、資格を取得するならば将来就きたい職業に必要な資格を取得するほうが良い、また将来就きたい職業が決まってなくてもそんなに焦る必要はない、これからのチュートリアルやインターンシップなどで色々な職業の魅力を見つければよいということ、また、会社ではただ仕事ができるだけでなく周りの人とのコミュニケーションが大切ということに気づきました。現在の私は、まずは将来就きたい職業を決めて、それに必要な資格を取るという考えに変わりました。また、これから始まるチュートリアルやインターシップなどで色々な業界の魅力にふれ、将来就きたい職業を見つけるという目標ができました。そしてコミュニケーション能力を身につけるために今後のアカデミー活動で積極的に他大学や他学部の人とも接していきたいと思います。
　次に私藤原の変化・成長です。面談をする以前の私は、就職に対して資格が多ければ多い有利になると思っていました。しかし、安原様との面談で｢資格は自分の就きたい職業に関係した資格を取るべき｣とおっしゃっていて、その言葉がとても心に残り、私自身考えさせられました。その言葉を聞いて、今までの資格は多い方が有利という考えは根底から変わり、これからは自分の就きたい職業にリンクした資格を取ろうと思いました。しかし、私はまだ就きたい職業がしっかりと定まっていないので、まずは就きたい職業をしっかりと定めて安原様の言葉を生かしたいと思いました。
　次に私関根の変化・成長です。私は、以前まで働きたい業界が定まってなく、将来に不安を感じていました。また、就職するためには、たくさんの資格を持っていたほうが良いと思っていました。しかし、今回の面談を通して、将来のビジョンのない資格は必要がない、さまざまな業界の方のお話を参考にして業界を決めていけば良いというお話をお聞きして自分の将来に対する不安が和らぎました。また、面接官と話を盛り上げたり、社会的常識を身に付けるためにも一般教養も必要だと気付きました。現在私は、授業を意識的に取り組んだり、インターネットや新聞などを多用して多くの一般教養を得たりすることを心がけています。今後私は、将来のビジョンを定める、さまざまな業界に関心を傾けるといった２つのことに重点を置き、チュートリアルやグループ研究などの日々のアカデミー活動に積極的に取り組んでいきたいと考えています。
　次に私沼田の変化・成長です。まず１つ目に、私は先輩の方々と面談を行うまで就職活動における面接では発言が多い方が良いと思っていました。しかし、百田様のお話の中で「面接でたくさん意見を言う人がいたがまとまらず『とりあえず今までの意見をまとめてからにしよう』という一言でまとまった。そして入社後、その時の面接官の方に話を聞ける機会があってなぜ採用してもらえたのか聞いてみると『あの一言が言えるということは空気が読めて、適切な発言ができる人だと判断したからだ』と教えてもらった」ということを聞いて、発言は量より質であると気付きました。２つ目に、就職後は仕事が出来ることが１番大事であると思っていました。しかし、間様にした「どのような後輩がいいですか？」という質問に「元気ではきはきしている人。そして礼儀が正しく、コミュニケーションがとれる人。仕事が出来ても普通のことが出来なければ社会ではやっていけないから。」というお答えを頂き、仕事が出来るよりもコミュニケーション能力がある方が大事であると気付きました。今後は、適切な発言が出来るように、また、就職した際、礼儀・作法がきちんと出来るようにこのアカデミーで学ぶよう努力しようと思っています。
　次に私鈴木の変化・成長です。私は、面談をするまで、就きたい業界は大学２年生の時点で決まっていた方が良いと思っていました。しかし、面談の中で先輩方はインターンシップやチュートリアルを通して就きたい業界を決めたという方もいて、私は１．２年生の時に焦って決める必要はないと気付きました。また、私は最初社会人に求められるスキルは、コミュニケーション能力、礼儀作法、責任感が大切だと思っていました。しかし石井様との面談を通して私は、それだけではなくさらにリーダーシップ、企画力も求められることに気付かされました。これからは、自分の就きたい業界を見つけるためにも、アカデミー活動を頑張っていきたいと思います。また、今の私には、自分の考えをしっかりと発言し、柔軟な発想をする力が足りていないと思うので、これからは視野を広げて身につけていきたいと思いました。
